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じめに
わが国において老
しいが，現在でもあらゆ
はじめ， の関心を集めるよつになってから既K久
ら3 いろいろと議論されてはいるが，な の途上にあるといえ
るc
在、たちは，人間は生まれて死ぬまで，尊重されて，ゆたかな生活そすごしたいし事すどすべきでお
るという'ti:を某本に，二主 という年令的特殊層の問題ではなくいま ふくめ
ての，非老人t代の問題vであるという共通の点に立って出発している。この視点から現在の老人
ぞとりまく家族の状況，住宅の問題，とりわけ老人自身の健康のあり方令みると，さまざまな問題径
現出させているが?これらの領域はJ単独な問題としてではなく重層して現出しているように思われるの
そこで v 私たちは，最初の手がかりとして，青年そとりまく家族，
ろうと意図したものである。
調査対象 某短大生 587名
日 昭和.54年6月，-，.7月
ー健康一般を明らかにしてs
，内容そオリエンテーションし，その場で記入す L c 
るc
調査意図
家族
(1) している養育家族の形態から，一般的
とる場合9 その同居老人
との関係で明確にする。
の動向
(2) 
(3) 
(1) え， i吾住水準を知る。
老人にとって快適，安全であるかに焦点そあてて，学生の住まいに(2) 
えて知る。
(~i) 同居老人がどのよう
対応の仕方そみる。
健康一般
そしているか， の函から採り，それぞれの事情に応じた
(1) の年令階級を明らかにしr 全体と学生と わけ， B常の健康状態そ
康(ほとんど病気レエい)_I 〈持病な J i現し、 ち J1-寝たきりjの4~〆
ぺんに評伝Eした。
??? ?? ?
(3) 
おじ南勲& f'古川息子
その下;。位2レペノレについて生活行動(主に用便行動)の
〉にわけて誠査
あたるか調査した。
(4) これ と同居の学生 。
特iこ をわ|，_ iと/コし、てFまとめた。
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( 1) 形 び) 日i 人 (7) 
I;t、じめiと
つ
3 
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5. ま3~つりに
は老人問題ぺむとらえる際 ~c.，現在の ゐ身J
~Cすえ寸_，あえて . し、コ
dを対主交とし， [老 。r:~キ宅」等という にかかわ
る傾向が強か勺たといえるのしかしー今の高度 [ノた ~l におげる老人問題は"
単iこ個にとどまらず， らつまり p 個人としごの老人問題ではなく，
下
〈ごしノ としー と 9 すなわち一つじつ社会問題と が必要であると思われる。
の延長による とj!込e{なっ
による妓家族の土台加，
そつした羽索令もたらした現代臼
ばならない
長島正烏におけ
どにのみg そのl原因そコ?とめられるのではfょく，
る。それゆえに，
考じ
人ホームという
とされてきた老人たちの姿与をJa疎地，あるいは去
して?そのメカニズムの一端そ明らかにしてきた。
今回は9 しないで単純にp
復活(例えば歩
的lζ転化しようとする風潮のにP''C，
によって去後保障そ会設。
で生活しノ乞いる:乏人たらそのような家族のq:，l
らがみずからの老後〈をどのように考えているのかを， 主として，
イデオロギーj安中心 るものである七コ
9 なったことを法込
に論ずるべき るが， ここではヲ i るには紙数に限界があるので‘お1.
稿(;主 4 を参照しながら歩 の意識ミ2&て漬けたら幸いである。
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親の学歴父親 t世帯主)の職業父親(世帯主)の年令母親の就業の有無でみよう。乙乙で「家
族」とした場合.世帯と異なることをことわっておきたい。すなわち対象者が学生であるため.親元
を離れて，準世帯を形成している場合もある。従って.学生が意識のうえで所属している「家族Jを
対象としているのであり，その家族では，兄あるいは姉において，親と同居していなくても.未婚子
である場合は含まれる。
家族形態は，表lで明らかなように，二世代家族79.5% 三世代19.腕四世代0.6銑，約8割が
二世代家族である。乙れは学生を対象とした家族である乙とから，家族周期上乙のような結果になる
乙とは当然といえるかもしれない。その家族構成は，二世代家族では，夫婦と未婚の子92.9%で圧倒
的多数を占め，三世代家族においては，祖母と両親と未婚の子による構成が70.勝，祖父母と両親と
未婚の子は 15.4払更に，祖父と両親と未婚の子は7.7%である。三世代家族における構成において
祖母との同居が多いのは，女性の長寿化傾向と，乙の年代における夫と妻の結婚年令からして，これ
また当然予測される結果であった。(表2・3)
表 1 家
人数
% 
表2 ニ世代家族の構成
夫婦と未婚の子i母親と未婚の子|父親と未婚の子lそ
人数
% 
434 
929 
表3 三世代家族の構成
23 
5.0 
2 
0.4 
計
587 
100% 
計
467 
100 
祖父母と両親と子|祖父と両親と子|祖母と両親と子|祖父母と母と子(祖父・組母と母とおINAI計
人数I 18 I 9 I I 5 
% I 15.4 I 7.7 I 70.9 I 4.3 
家族人員は全体では， 4人家族・ 5人家族にモードがみられ， 32.6弘 32.8%である。二世代で
は， 4 人 39.0~ぢ・ 3メ35.3労にピークがみられ，三世代では， 6人42.79ぢがピークである。対象者の
兄弟姉妹数では， 3人が41.3%でピークがあり，以下2人36.3% 4人 11.(協である。(表4・5)
表4 家族人員
3 人 4人 5人 6人 7人 8 人 9 人 計(%)
二世代 60 182 165 47 12 。 。 467 (12.8) (29.0) (35.3) 。0.0) (2.6 1) (100) 
三世代 U 8 27 50 25 5 2 11 7 ( 6.8) (23.1) (42.7 ) (21.4) (4.3) (1. 7) (100) 
その他 。 1 。 。。 (9993 ) (33.3) (33.3) (33.3) 
計 60 191 193 98 37 5 2 
(0.2) 
587 
(10.2) 。2.6) (32.8) (1 6.7 ) ( 6.2) ω.9 ) (0.4) (100) 
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よりも14%も多いζ とがねかる。
父親の!?監を示したのが表 6 である。 60~ぢ以上が・いわゆる
圧倒的多数が被雇用 も連うり q その中でも i尋 φ ??????「?? ? ?
議 7
二J世代
三位代
そのイ散
?
?
める。このととはー昭和50年
いわゆ
る。すなわち 日本
農業，漁業等の自営業であるが、第一次i長
業の農 ω漁業の割合は 1:3.6% !こす司ぎないのしかし 家族形態別にみると
の割合が[:3おも多く， 骨量にいわれ
???
とりやすいとい
の有無〈この際 らかの収入のある仕事そしごい
か否かという間いである)では，必 の母親が就業しており， にみると三世
の母親の就業化が20%も高い。このこと'，-1 日 るために 9 家族内lζ おいア芯人がき交
しているために宇母親の就業を可能ならしめているのか智ュ誌にもニ であるが?こめにー
にせまられと母親 されているのか明らかiとで念ない。しかし 次
? ， ょっ?? ?
松浦買向。 昌平八重出子 )1忠子
してpるその内容会みると 農業が40%近くをお占めており習 しかも，二二世代34β 潟三
え必浴と後者がも多い。三世代家族における
んだのが表10とあ氏、これによるとりむしろ
炉
仁ー
なしよりも同，百三長人の健康度が低
ふ 30受ぎの老人が病気がら寝たきりに属する。 :6ユし，乙の弱くて病気がら酌寝たきりの同居老人
受かかえる母親の就業の職種内容をムると笹屋m者の割合がちであり，他は自営業〈治業) .農業
@内戦(紬織りjといわば， でやれる仕事に限定されている。
7究重
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さで以上からe調査対象者の家肢の特徴号をまとめると以下の如く j要約でき o
も出ゆること。その構成においては 93浴もが夫婦 の子ー からなり E
母子ない なく， Jt:'-の上
20%ち占める。ペどの同居者人においては，圧倒的多数70.9
ること。とはいえ，
女i!~t であるこ
f 
j市「
F 
J 
ワ
w 人員 きょう fごし 1数において，ニ わずかK人数が多い。
ぐ2 し、
4. 父親が雇用労働者特に国 e
こえ，特に父親の雇用労働者[，母親
が多く，母親も収入心境うる仕事:〆去し-Cl./-'る
し、。
が高いのは，隠居老人の鶴康度がさわめてすぐれ g 母親の仕事である;og(鹿内の仕事令指寸たがむし一て
いるからとい弓民自ではなく，むしらっ農業自営業内職の割合が高く いわば家庭内に限定されな
がら収入の必る仕事ぞしごいるという ζ とができる(従って，就業形態でいうならば，多就業で
交えているのでみり v 一家紙、はたらさの感がある。 はらは ψ 母親が就業し ζいなし
にあっても き手が 1~~ 2人はし、るのが示文れ℃いる。(表1
3 人 i4 人以上 去とL01 
三i
口1
85 
o 
115 
463 
120 
58 
三事四世代
?。 も
における恋人伝生活につσ:特徴iとついてのべてiきたが9 ここでは
いてその実態そみておこう。
まず，同居とし.¥った場合に 住宅の問題がある。 るスペースの問題であるが悩
lじっし るじZ〉で普ここ についごのみ触れる。同一家選がそのほとんど
で街、8浴を占め， あり 9 乙の隠居所があるのは郡部に多いという ある。で
は 1!i;~，こっ同居の老人はどのような続柄であるのかを?みよう。それは表12で明らかなようにおが
父親の父母であり! 1896が母親の父母である c この母親の父母の場合，母裁が長女で男兄弟がいない
い。父親の父:母 ，主義男もしくはそれ るものが多い。このととは，日本;のと世代
またはそれに代わるもの ②怠子冒との問居ーが圧倒
の特色そきわめて
の家族構成の特色とさバ[1.る二つの特色。
がJ，乙32し、こと し， ζの調査においても日
? ??
?
? ?
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三 (O/， '¥ 
ロ ¥.70) 
146 
(100) 
2 
6 
苛17
(l L9) 
40 
(280) 
1 
2 1 
(14. ) 
108 
9.8) 
143 
(l00) 
の老人心年令は:友13いでおる。才'~/7::J才属rが最も多く 34.2払 ìXiこ 70才'，，74才屑 280%であ
る。性;sljでは伺ノて。祖母とも， 75才，079才届が多し、。絶対数においては，祖母が 108人と同居老人の
ら叩FみJを し、るカ おし、て¥;1:， してし、るシネカョ高し、。
との同居ーがし!っからはじまったのかをみよう c らはじまったのが6絡を
己lν)t 、ずれL刀コジ〉タEC，あるい になってからが20おである。
議15 表団
一一一一a一v 一一 一 一
言十 (浴) 計(お〉
唱一一一一一。 。
1 (lO() 
10 (100) 
75 '~79才 3 (100) 
80~84才 。
8fj才以上 1 ( 7.7) 
L 0 (12.0) 1 7 3 (880) 183 (100) 
?
?
?
? ??
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同居中 らかの収入のある仕事令しているか否か任みたのが表15，日である。年令;lこよ
ってjま=いはめるが。組父で仕事やしているのは19.596
少なし、。現在の生活の収入源は旬 7日5 a年金マある。しかし
(7) できるであろうか。
しているのは12，0必dきわめ
はともかく 現行の社会
るしま別居中のJFども
から全く受けていない老人は25，2%であり，その内訳は 雇用労働者とし工現在働いている人:人 h
商業の現役としてや勺ている2人，家賃地代で生活しーといる人l人で のこり
に可ぎず守の同居中の者ノ、は j司居 i:tJの子あるし吋別居中の子から何らかの経済的援助令うけてし》
る。その数は。同居中の子が別居中の子そうわまわり罰内容っし、 ζも日生活費全額あるし刈士一句奈川〉
援助そうけ?別居中の子が生活費の一部なりとも援助 υているのは2勿に名たずも小使い，品物
成。正月j
えJCぢカ〉
しているにすぎない。
l'; A 
3 
30.8 % 
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18) 
別居中のみ
5 
4司% 100 % 
a 今村節 f 刷、lて八lf[浩子・古川~^{
0.8) 
l 0.8 ( 4 ( 
2 ( L 5) 1 ( 6 4.6) 
0.8 ) 1 ( 08) 
50 (381 ) 2 (22.0) 
3 ( 2.3 
一ーγ
1 0.8) 
57 4 I 33 5.2) ョ(2:3 ) 131 (100) 
日仁のように?老人と同居していること κょっ
れてL、るといっても なかろうo (このよう
日常午J古はどうであろ
みると，
ない。(表19)
と共忙しJているか，
ζ 、1
O¥)， 1. 
食事
ど設けられてい
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と ~t~ ~こ食事をとってし、る
高い。居住関係の中ごもみられるように9 同
ない状況にあっては，当 L"才1
s-l
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表20 祖父母の家庭内での仕事
仕事 食料品・日 食事のかた 部屋のそう 部屋のそう ふとんのあ 洗たく年令 妙、 事 じ じ げ
用品の買物 ずけ (自分の) (家族の) げおろし (家族の)
60-64才 。 。 。 2 。 2 2 
65-69才 2 5 3 13 3 11 6 
70-74才 8 8 7 22 4 24 6 
75-79才 3 6 8 26 4 29 1 
80-84才 。 4 5 8 12 。
85才以上 o (2.7 ) 2 3 3 2 3 
13 (2.7 ) 25 (5.3 ) 26 (5.5) 74(1 5.7 ) 14 (2.8) 81 (1 7.2 ) 16 (3.4 ) 
洗た 孫の子守り 庭の草取り 仏様の守り その他 計 人 数(自分の) 祖父祖母
60-64才 1 。 2 。 10 。2 
65-69才 9 。 12 10 5 79 1 16 
70-74才 17 4 20 29 l 1叩 10 30 
75-79才 22 20 21 2 143 13 36 
80--84才 5 。 9 13 。 57 10 11 
85才以上 3 1 6 9 。 33 13 
57 (12.1 ) 6 (1.2) 68 (14.5) 84 (17.9) 8 (1.7 ) 472(100 ) 35 108 
このような同居老人の家庭内での仕事をみたのが，表初である。解答が複数である)10%以上の仕事
をひろってみると.自分の部屋そうじ(15.7%)布団のあげおろし(17.2銘)洗だく(12J.勿)庭の
草とり α4.5必j仏様の守り (17.9安否)があり，これらの中で前3者は 自分一人が生きていくうえ
で最低の仕事であり，後者2は 他の家族員のために役立つものであるとすれば，老人の家庭内での
仕事はごく限られたものにすぎない。しかし，これも年令・性別・健康度によって大きな差があるこ
とはいうまでもなし、。特に，家庭内の仕事では，祖父よりも狙母が果たしている仕事量は多く.それ
は年令が若いほど多い。
では，家庭での役割から生ずる地位をみる指標として，家族の交際 家族での意志決定そ主として
誰がやっているかそみよう。(表21)
表 21-1 世帯主
父 | 母 |祖父|祖母| 兄 |その他 IN A I 計
103 1 4 I 5 J 5 1 0 1 1 1 2 1 120 
85.8 I 3.4 I 4.2 4.2 I 0 I . 0.8 I 1.6 I 100労
?。 。?
?
松浦勲-今村節子， 。古川恵子
三午 山工
言十
8 0096 
0 
0浴
親類でのつきあいも同居中の子，すなわち学生逮にとっての父親が圧倒的 10 しかし，
ぞのl手でも親類のつきあいにおいては， ラつきがみられ，祖父母すなわち老人以f:i"事として15
タぷ近くを占めている。 での大事なことの意忠決定では90務j1iくが父親となり g
5づにもみたなし、
最古をに，同居老人の臼キを誰れと， どの程度つき合っているか与をみよう。表22)
し、 し、 えザ 計(%)
60-64才 3 2 。 3 ( 2.3 
65-69才 9 。 1 5 (1 1.5) 
l ( 0目8) 6 (27.:'3) 
2 ( 1.5 ) 4:3 2.4) 
2 ( 1.5 ) 21 (15.9 
( 0.8 ) 14 (106) 
(46.9) I 6 ( 4.6 ) 1:3 (100) 
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表22--2 交際範翻
容をみると 多くが隣近所の友人 (45%)次し (43%)である。老人にと より色
近隣の友人のウエートが大きく 9 また敵味を同じイするという呂 とのつき合いは， kて二子
い。これはまた。
、F-， みても明らかなように F 趣味を待たない老人が70%近く
表部趣味の
年令 iま し、し1 計‘ (信〉
60--叫才 ( 0 1 ( 0.8) 2 ( 1.6 ) 
65-69才 ( 6 7 5.3 ) 15 ( 1 .4 ) 
70-74才 36 ( 2 7.5) 
7;j~-79才 ( 1 .4 ) 4 (32.8) 
加-84:l" 5 3.8 16 ( 1 2.2) 21 ( 1 6.0) 
85才以 ¥ 3.1 ) 10 L 7.6 ) 14(10.7) 
G ムi 45 ( 3 4.1 86 ( 65.6 ) 131(10 ) 
そ占めてし、ることでもわかる。選主味そ有する老:人でも，隠いじり されるようにも 4 人で楽し
ひものに限られている。彼らのコア'";'{ーソナリティは“働くこと"そ最大の克徳として形成されp
主迎えた今 ι 趣味lこ生きるという，ある意味での自立した主主 している老人の少なさそ物語
っているといえょう。
にすさずないが，同居老人もたらの生活のイ誌にふれてきたn まとめてみると誓 以下の如く
J工、 7
4ーにふ 屯〉。
同局老人の続柄は (父親)の親tこちである ζ とハそれも長男である患子と同居し亡
おり，その中でも母との同居が多し 1こと。(女性の平均寿命が男性より高いととからも当然の結果で
あゐう)
は， 75才~79才層にモードがある。
同居開始は句父母の結婚時からはじまったものが80録を占めているが，このことを即直系家族制ぼノ
呉羽して¥j、るとはし、えない。
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しどし1るとしづ-る。向居中の老人、の収入は少なく いわば同居
日常の生活における老人の役割は少なく 9 としての役割も向j~~ 中心子りと親)にあ
の いわば第一4泉を引退した生活をして 1:、るといえよう。
老人の交際範悶は，近隣の友人が親族よりうわまわり"遠くの親類より近くの他人却であり，支
えとなっているようにみうけられるハまた趣妹長十寄って老後を過ごしている老人は少なし、 山)
，t (1)， (2)， (3)の実態をふまえて， 志向性と q 若い学生たちが自分の芝役
との関係でどのように意識しているかをみよう。
すでlζ(引におい亡・現時点におげる家族形態の特徴，すなわち ?士、{1，ミの8090'子仁1;め
し、うことについて記述した。しかいその家族形態をう らみると， もう 伝深く分析
する る。 現時点においては。 であっても窓識のうえではどうか，過去におしぺては
どうか， においてはどうかという点マある。すなわち としては該家肢であっても
イデオロー ドー ，イifi遣としては， であることがありうるのであるc は l ごム
が35るといわれどいる。注 8) 
第 1(ふ と ぞろっている段階，第 2は宮続夫婦 ど:問
第3は両親とを〉死亡し孫はま る』ごし"ご .1" ア。コペ:.;)0居してい
との第3 としては， とる。ま?とj主との調交にjよし、っこ209-5'がわいわゆる
とっているわけであるが， fifi{j皇として:冒イデオ 1コギ…としてF もd)り
るので の中iとあっての家計節約z さから
/よる老後 と とらざる針与なし 1という事は白
j史論的iこち実際問題としでもありつるのであるハこれらの事をおさえる必要はう
の将来の忘向性会みるうえで必要であるし，また家族の る際には分黙しど考える必
安があるい特iじ老後 a芝: ら考えるうえではjJil:げることはできなし"考
えるものであるの
さC，C.のことを:考えるうえでの_._-コの子がかりとレと 5 学生たちがか日γては容 と向j吾主主毒素
があるのか否か9 また学生たちの親が自分らの将来，どの子どもと
Jこの同居の有無与をみたじ匁表24である。にと
をとっている二世代家族 Pとある。とのこj並行1家族のうち:3'7.
ば，金調査表中 (587名)の半分J2U:.，50.4 /12~ いつか
らの同居であるのか， である理E台後間うた イ」コ
ら (5:5 96 である。 lとなっー て?
主主 って J
t;) ¥J のいずれかの死亡は p 0)20忽強にすぎず， 子どもがでさてーから，し 't~') ば手
助け用員としての同居は:3.4労にすぎなし、o 'dて事 このような同居経験有の二世代家族がいかなる玉虫
したのか。祖父母の死亡がその解消盟国であるのが72%も占め，現在住主在ではあるが
別指レているのが279t;でおる。別居理由をみると砂子夫婦の転勤宏子夫婦とのトラ)レ 二子どもたろ
-~~40 
さ三{3之 (第一報) (l) 
議24"_.I 
1F7i7jZ37 
~ë ut 五日一雨
四七--~十円
三十 296 ( 504 
なし
288(61.7 
() 
0 
288 ( 61.7 ) 
NA 
~3 (心)
? ? ?
3 (0.6 ) 
C10()) 
11 1(0) 
3 ( 10 ) 
587 ( 1 0 (1 ) 
議長24~=' 同属総駿
1 汚;ぢ 8. 5気づ
4 
~づ
理由ではなく，稀々の理由が重なった:場合であり，これが一番多く e 別居理回の複雑さそ物語勺てい
る。 ζの閉居してし とくらしているのかそのよう。
(特に子ども)郊である。さて次lζ，
あるいは一人
約50慾そ己:1めゆっし
? ?
っている 昨J!Cを〉・イデオロギーとしてはJ必ずしも による同居ではない使宜的コ世代
も九ておく必裂があるD
は 65.8~ち 親夫婦索令になって争あるし
か 9.4授がで怠るc 〈表14)
ではあるが，それが子夫婦の結婚 されたの
より同居が開始されたのが2096て、よちり g そiぷ他
以上からa すく 1工〈ともどI(の乙とがし 1えよう。 %という半数以上が， どこレJ)1，ぱi
引-241
居経験会持ち.
しての直系家族
735である。
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している ζ ムコしかし，価値としての，あるいはイデオロギ…と
%であり 2 便宜的直系家族20.2受ぎであり守のとる50>1づが夫婦家族であるという
ζのように親夫婦とのかかわりで，家族形態そ分析してきたが，次lじ子夫婦(調査者の親)がe
将来日品れと同居したいかJ (表25)をみるととによって5 将来の展望をみよう。同居相手の筆d自に
銘があげられ，長女(娘) 9，2必 子であれば誰れでもよし、 9，3% 老夫婦のみでが39:i% 
ごあるn 先にあげた京価値あるし、はイデオロギーとしての直系家族が30>lづ強とのべだ治主同居柑手の
iISる長男とほぼ符合しよう。この長男と同居を希望しているのは e現在三@四世代，あるし1、は
るが，親夫婦と同居経験ありに多い。しかし9 ここで子どもの誰れとも同居せず，老
夫婦♂:みでくらすというのが40必もいるという事，それは当然のととながら φ 今までに親夫婦との同
居一経験なしの二世代に多いがー現在， とっている親たちの3，3必 のみでと
えている事である。
ではこのような親た と，現1ftの若い世代である学生たちの考え住みよう。
もし同居するとしたら自分の殺と s 配偶者の親のどちらと同居したいかという設問に，自分
の親と答えている より10%近く多し a。先lζ警親が同居するとした 同居したい
L，娘との同居希望が少なかったのと対照に，若い世代の意識のズレが応らわれている。更に g 配偶
者の親との関係ご，どれが望ましいかという間いにパ表部， 27， 28)半数料
経済的@身体的援助をしたいと希望い次に40絡が若いうちは両親と別居い両親がを令になったら
とーし
日| 315 ( 53，5 ) 
165 ( 28，1 
262 (44，8 ) 
-'242-
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3 ( 
2 ( 
5 ( 
10 ( 
老後・老人問題研究(第一報) ( 1 )家族形態の動向
議~2'守 の関係
一世代 計〈お)
結婚すると同時に同居
( 4 0.5) 
そ 〈ひ {也
N A 
一一
表部
その{出 計 Cst5) 
?
?
同居という形態をのぞみ，最初から同居は 5.6絡にすぎない。乙の傾向は 1 B分の親との関係
でもほぼ同じ傾向が出ている。しかし p それを自己の養育家族との関係でみると p 自らが三。陪
1-"，犬:層はp しよ7層よりも若干の差がみうけられる。すなわち，結婦と同時に
直系家族志向が多くなりm 一特別居型， 自立型がいダれも減ってきてし喝。しかし"'全体の
半数が e 親世代とは同居せず，身近に住んで精神的，経済的，身体的援助そしたいという，
イデオロギー的に自立しだ夫婦家族企志向しているのは.注目に値するであろうし予また，今後ま
ます多くなるであろうと指摘されている。親世代との一特別居型が40%も占め，直系家族志向は減少
(注12)
するというのは" にの常生の意識のあらわれとしておさえておく必要があろう。このように家族形態
のうえでは 3 親世代と子世代との間には g 確固とした意識のズレが生じているといえよう。しかLな
がら学生i桑の自ら と子どもの側面からとらえなおグと，経済的咽精神的，
いずれにおいても70労以上が，子ども(長男)，子どもたらみんなにその扶養の義務をおいている c
更に，自分の老後の望ましし、あり方においても，子どもや孫とくらすが8害uそこえ(老夫婦でくら 1"，気
り が50%そ占めるとはいえ)ている。 くらすという考
は，全体;の1396にすぎない。
o.Jこから学生7こち自身の意識のズレを指摘できょう。すなわら自分遠の親世代lと対しては，自立
型そ望み，自らの老後においては混子島孫に依存している姿である。乙の意識のズレ~;L どこから生じ
ているので必ろうかの推察される事は唱学生主たらは限前の切実fょ「結婚J{Cは非常なる興味合ち戸"
援々 に:考え守 との自立を希望レているが9 自らの老後については深く考えていず$遠い距離感
?
??
?
. jij)l!l止〔子キ出勲姐三子村j原子-
'r Iという非現実的観念においてとらえれ、るの孫とぐ-JlK-t自}にし、われるT・レ寸J 〆f山ふ"7〆 J 、~
の変容の中に浅うって ま/践にではあるまし
;と思えるのる必要が35るよをヂえて現実のとらjるのは不可能te'】近く，
む iこi's. 
ついご書いたc し』そ加える長タJ司筆者は，老人問題ぞとらえる際l亡、
その求人が，現在，なにゆえに問題視3ので色り中に占めてし一一定数の老人は，(t) ! 
中で¥ ゅ定ω重要tJ役割をおじ v かつc 家絞りれるかにて〉し、て論じた。 かつてt ~~人は，
またそれそ裕強ずる意味の特色Jてかられていた。それは特中においても重要心tir座が保
(先にn;Eぷところが，L CT， ?
??での家践活iJ皮の i二から，安定してい
らず，現在それは現に老人たちの姿にとEえのイヒ)が， ;45人たちの生活ィをおびやかしてきたし"
とは主字、在来にかたくなし人口j覆に属するわれわれの姿となって現象ずるセあろう
らカ iとTるめ〉子y与をどのよ川と志向するかは，わて、
あると考える。
きたo .f-CT)特をみつうじてpそこ
についてJ，;jγζおく。えそあげ。
『生活』においては同居中の子に高度に{衣現在の老人事特Jζ，長男と同居している老人たちは，
そのif:ll居形態の難しさしかし少数マはあるが!弓h5-.-:).j0r.!}吉した三会人もいて，してし¥ると
o 
Jマ
υノ， rp層J1-fこにスるととからしとんわしていること。最初にのべた如く。
ゃ同居している老ヘたちもー同居中のるむとはし、るといぐまれたえ主人ナこ
いえよう cに遠慮しながら生活し f口、る子ども
自身におし、ても;意識のズレがレカ，(;1うり，かっ事と親たちとの問iC;意識む
と。あ
らわ才lてょV)し、 1ご，老人と同居経験のあ
し1ナごととのこ
オ1JこッドのJバとおし三夕、イおいて，父親一母親ずなjコち，
とし\~コ智現庄のおいて*土全化されていi乙ニtJしァ ?民主叫~ /-1" 寸ノニto~d-， ; 
近lとの子どもの白訟の遠凶とも iされてい
るおもいやりに乙てける側面がし
おける問題が続出し，子どちの
していなしリ。従って老人人をつうじての死とい
:三〈ヰ:Jtc旬ばしばf旨按~ <されている。
?人民H~主をにとは，d才Lてく会得し，三事:人へのいたわり去感
もって老後
ごも7よかんうおしつけるようにの考えてならないのはいう
，244 
乙の乙とをもl_，カ〉[/管れているかもしれないのであ
表人問題を
老後・老人問題研究(第一報) (1)家族形態の動向
表29 調査対象者の老後扶養意識
子ども 子どもた その他 自分自身 社会保障 その千也 NA 計(長男) ちみんな の親族
継続 12 84 3 16 2 4 d O d)c1 0.0) (69.4) (2.5 ) (132) (1. 7 ) (3.3) 
経 同 死亡 7 82 (91.2 5) (128.3 ) 2 (125) (5.6) (65.1) (1.6) 
居 2 30 13 
(121) 済 経験 別居 (4.3 ) (63.8) α7.7) 
的 あ NA (10 02 ) 
り (50.0) (50.0) 
扶 計 22 196 1 7 53 2 6 〔2190 6 0)(7.4) (66.3) (5.7) (18.0) (0.6) (2.0) 
養 同な居経験し 16 189 (27.2 6) 46 (51.25 ) (5.6) (65.6) (16.0) 
計
38 385 。 39 (1 R~) 2 21 L51 0 84 0J
_J.ーー
(6.7 ) (65.6 ) (6.7 ) (0.4) (3.7) 
継続 3 109 ω.81 j 
5 121 
(2.5) (90.0 (4.1 ) (100) 
精 同 死亡 2 113 (5.7 6) (0.8) 
126 
居経験
(1.6) (89.7 ) (100) 
神 別居 2 39 (1 0.5 6〕l (2.1 ) L10 407 ) (4.3 ) (83.0 ) 
的 あ NA 2 2 り (100) (100) 
扶
計 7 263 4 (ii) α4) (88.9) (1.4) 
養
同な居経験し 9 239 (2.6 1) (618 2) (0.3l ) (0.2 6) (3.1) (83.0 ) (100) 
計 」ー 一ーG1一68ー)ー (8550.92)(1.72)(53.85 ) (0.5 9F (0.4 8) 
L215 6j 〔5184 00) 
一
継続 10 93 3 11 2 2 121 (8.3) (76.9) (2.5) <9.1) (1.6) (1.6) cl 0 0) 
身
居同 死亡
15 87 
(4.86 ) 
2 3 126 
(11.9 ) (69.0 ) (1.6) (2.4) cl 0 0) 
体
経験 別居
4 34 
(10.5 6) (8.4 5) 
47 
(8.5) (7 2.4) (100) 
的 あ NA 2 り c1 0 0) 
扶
計 29 216 14 28 4 5 296 (9.8) (7 3.0) (4.7 ) (9.5) (1.4) (1. 7 ) cl 00) 
養
同な居経験し 24 202 (13.81 J 32 4 15 (8.3) (70.2) G1.1) (1.4) (5.2) cl 00) 
計
53 418 。 60 8 20 (510 84 0)(9.1 ) (7 1.6) cl 0.3) (1.6) (3.4) 
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楽30 と護~'後ののぞましいあり万
it 1 島における老 1号c]1975年令ととでは.過
j制自におけ
必死で子どもをよ子て 9
主とし ら論じた。それは，
? ?
におい ζは
ともiム
してし、つ lζ依拠することなく，自力 a /こよらよξf司会得F， しかも，社
の貧困な現状では，
にお
あること任明らかにしてきたo
j] ~.私学研修71号j] 1977年吋 における生活保護受
給の老人 しぼり虫その生活5たから? に転落していったプロセスを明らかにし
1て，過疎地におけ
とんどがたどるプロセスであり，かつ，過疎地iκとおい
也す寸るならlばま受給者lにこf江工る守で守友あ〉ろうという 9
在 3 i老人問題研究 l覚書一鹿児精市iとおりるN老人ホーム
号Ji1978年嘗養護老人ホーム入園に:"Eる
注4 家族，特1と雇活者家族の懸史的現出の一つの典型として
iζ逮
あることそ明らかに
した。
『札
」
の変動と子ど
注5 労働力人臼
で一部，明らかにした。まずこ現代の家族の生活は
1980年 3月発行予定において論述し
ついては雲大橋隆憲らによ も勺とも寸ぐれたものとしてあげら
れる。それによると，第一次産業従事世帯である農漁民世J帯の大幅な減少，従って自
減少し，非農林の雇用者のみの世帯が急増してしも。 ζれは生産機能を失い場消費機能そ担った労
しておりゃいわば， であるといわれている といえども，その
傾向そもろにかぶっているといえるのもっとも，最初に限定したように者と 短大
? ????
老後 s老人問題研究 (1 )家族形態の動向
生であることr、鹿児島県(一部宮崎県も入る〕で， させるだけの収入を有している階層
であるとしl、うことも加味せねばならなし'0
『日
注6 日本における一
』岩波新菩 1974年
特lと tJ においた研究は少
い Lもっとも，二 lとアプローチした研究は多くー
の研究は特にすぐれたものとし亡、あげ
v 
し、才バ1る る)(> 
この;意味で，上子式次らによる『二 』ミネノレヴァ
おいたすぐれたものとレとあげることが出来る。その論文;の中~> 日本の三也a代家族におけ忍同
居老人、との続柄において長男が圧倒的に多いとしてあげられている1!むこの調査においてれ同じ結
果が出たといえる。
注7 :各種の
昭和52年度lこ行なわれた玄;
おし 1ても同じことがf出荷されている。
り(例えば p 富山県?
ζ とp 職業，仕事調査1みれば， くらしの仁戸、でω生きがし、を問うた答えの中 iζg なによりも
でおこなわれた謝査にも
iと生きる
出ている。
レノレ())こと? ことがあげられ，
(タ1えば?
以上の老人 2，500人)
注8 I，二子氏次， t曽田Yt占編
注 9 ~'佳宅貧之物語』
注10 上子武次吻羽田
治不
P 9 
1979年
P 9 
ま1 るべき 「イエ」にも〈しー ずい は2 内容的には異なるものと思われるが、干の
内容分析はここでは出来ず，後稿にゆずりたい。
注目原w尚|家族形態の変動と 1.3号j1978年，原田氏は，録制j的牧
族という使い方をしておられるが，内容的には同じ意味であると/与える。
? ?? ?
-今村節子"平八重浩子古)1恵子
:~>-~.:と建設
『老人問題 』ミネJI〆ヴァ 1976 
』垣内出版
守lマヶ ι
日仏;ヨ汚宅一一九
ヰ封筒 JJ~ 一編「
塚本企T監修『
君13須おへ土盟国
川合」叫良 j
機典理編『老人 Jをみつめる jミネ
『
J有斐閣
』ミネ jレヴァ
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ヴァ
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『
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『老人
『休暇本すの人びと』
』 教育社
